
 

 

 

 

 

 

 
 

６月の校長室から 
 

 「親思う心にまさる親ごころ 

   けふ（きょう）の音ずれなんときくらん」   

 ～ 人間力を高める学び ～
 

北海道伊達緑丘高等学校長 鍵 谷 好 徳 
  
 最近、親子や兄弟など家族の間でも、様々な人間関係の問題がよく聞かれます。

悲しい事件、事故の報道も多く耳にします。人間の資質、能力、いわゆる人間力が

衰えているかもしれません。何故かくも寂しい世の中になっているのでしょう。 

 哲学者の森信三は人間を井戸水にたとえています。井戸水はどこか深いところで

地下水に通じていて、水がなくなったと思ってもしばらくすると湧き出て、もと通りにな

っている。それと同じように際限があるようで際限がないのが人間力と言うことです。 

 では人間力を湧き出させるにはどうしたらよいのか。それはなんと言っても、よく学ぶ事

です。偉人の伝記を読むことです。歴史と人物に学ぶほど生きた学問はありません。 

 さらに読書と共に、親の生き方によく学ぶ事がとても大切です。親の生き方は人間社会

の歴史を形成してきました。ですから親の生き方に学ぶ事は歴史を学ぶことになります。 

 「親思う心にまさる親ごころ けふ（きょう）の音ずれなんときくらん」 この和歌は、幕

末の偉人、吉田松陰が処刑されるときの辞世の句ですが、今まさに命が果てようと

しているときに、人としてのあり方や考え方を教えている、その思いに頭が下がりま

す。本来、親こそが子を産み、子を育て、子を教え、自分を忘れて、ただ、子の幸

せを祈り、子が人として大成できるようにと考え、行動するものであります。上記の

和歌はまさに「子どもが親を思う気持ち以上に、親の子に対する慈愛の気持ちはさ

らに深い」と言う意味をもっています。 

 昔、堀田喜一という人物がおりますが、彼は大変来客を好み、神官、儒者、僧侶、

詩人など多くの人々が家に出入りしていたそうです。そうした来客時には、必ず息

子にお茶を持ってこさせ、給仕役として側に待機させ、一緒に客の言うこと、話すこ

とを聞かせたと言います。それは息子に優れた客人の感化を受けさせたいという親

の心からであったと言われます。喜一は息子が小学校に上がるようになると、近くの

神社の神主に四書五経などをはじめ古典や歴史を学ばせました。息子にとっては、

小学校、中学校の教師のほかに、古典漢文、歴史を教えてくれた教師がいたという

ことになります。その息子はやがて素晴らしい人格者に成長していきます。 

 このように、私たちは親から様々な愛情を受け教えを受け、学ぶ機会をいただい

ております。教育の基本は「愛」とともに仰ぎ見る「敬」が重要であり、親子の関係で

も、母の大きな「愛」を感じ、父の厳なる意味を理解し、「敬」う心を持って成長する

ことが若者のありかたではないかと思います。また父母からの教えに加えて、兄弟

や祖父母からも大きな教えをいただいております。そのようにして学び成長した若者

が築く家庭には、素晴らしい人間・家族関係が実現していくと思うのです。どうか将

来、多くの人を幸せにするために「様々な学び」を大切にしてください。そして人間

力を高めるのです。（参考「安岡正篤 人間学」神渡良平） 

 

 

 

 
 

               前期中間考査や高体連の大会などが終

わり、生徒たちは一年で最大の行事である

学校祭に向けて、クラスを中心に合唱や 

演劇の練習などに取りかかっています。一方で、３年生は受験本番まで残

された期間もわずかとなってきました。受験レベルの実力を養成すべく、

積極的に放課後講習に参加したり、自習室で過去問に取り組むなど、生徒

一人ひとりが主体的に取り組んでいます。夏季休業中には、志望校を決定

する三者面談も行われる予定です。 

 本校では「３年間を見通したキャ 

リア教育」を推進しています。そし 

て１・２年生の早期から、基礎的な 

学力を定着させるとともに、将来の 

生き方在り方を深めさせる進路講演 

などの機会を豊富に設けています。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 ６月５日５～６校時、１・２年生の生徒 

を対象に「分野別進路説明会」を実施しま 

した。今年度は文系・理系・職業系あわせて１８の大学・専門学校から講師

の先生をお招きし、「その分野でどんなことを学ぶのか」や「それによって

どのような職業の可能性が広がるか」などについて、近年の動向を踏まえな

がら詳しく説明していただきました。理美容・調理・情報・医療事務などの

教室では、講師の先生が実演したり、生徒が実際に体験したりする場面もあ

り、その分野への興味・関心を一層深めることができたのではないかと思い

ます。生徒にとって進路について考える良いきっかけとなりました。 

 

 

 

 
 

             ６月 13日（土）13:00より、休日を利用して

保護者向けの進路講演会を実施しました。この 

講演会は例年この時期に実施しているもので、今回は「大学短大」「専門学

校」「看護」「就職･公務員」の４講座に、延べ 100名の保護者の方々にご参

加いただきました。講演には外部から講師の方をお招きし、進路選択のポ

イントや受験の心構え、保護者にとって関心の高い進学費用に関すること

など、多岐にわたり貴重なお話をしていただきました。参加された保護者

の方々は、熱心に耳を傾けておられました。お忙しい中、ご来校いただい

た皆様、どうもありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 ６月 15 日（月）から、先の支部大会で 

全道への切符を手にした陸上部・バドミン 

トン部・放送局の全道大会が行われました。 

陸上では黒田七海さん（２年）が「走高跳」 

で６位入賞を果たし、２年連続のインター 

ハイ出場が決まりました。また惜しくも全 

国には届きませんでしたが、決勝レースに進出した選手もおり、素晴 

らしい成果を収めることができました。おめでとうございます！ 

  このほかバドミントン部・放送局（高文連兼ＮＨＫ杯）は、強豪校 

相手に残念ながら上位進出とはなりませんでしたが、全道という晴れ 

舞台で大いに躍動してきました。応援ありがとうございました！ 

 

 

 

 

 

 

 

《陸上部》 ６月１５日（月）～１９日（金）／札幌市 

  黒田七海（走高跳）：６位 ※全国大会出場 

  井上美沙樹（800Ｍ）：８位 

《バドミントン部》 ６月１５日（月）～１９日（金）／北見市 

  男子団体：１回戦敗退（伊達緑丘 １－３ 北海） 

  男子ダブルス：蛯子･上坂組…２回戦進出 成島･青山組…初戦敗退 

  女子ダブルス：江口･高橋組…初戦敗退 

《放送局》 ６月１６日（火）～１９日（金）／伊達市 

  ラジオドキュメント部門・創作ラジオドラマ部門 参加 

Date Midorigaoka High School 北海道伊達緑丘高等学校  TEL/FAX 0142-24-3021 

進路 について 考えよう!! 
＝進路実現に向けて様々な取組＝ 

平成 ２７ 年度 
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ホームページでも学校生活を紹介しています！ 
 
行事をはじめ、日々の生活や配付物（通信等）を日々公開・更新し

ております⇒  

 

 

 

 

 

 
 

日 曜 行  事  予  定 

1 水 ※学校祭準備等による 16:30 下校期間 

2 木 カウンセリング事業 

3 金  

4 土  

5 日  

6 月  

7 火 学校祭準備（午後） 

8 水 学校祭準備（終日） 

9 木 学校祭（１日目） 

10 金 学校祭（２日目） 

11 土 学校祭（３日目） ※後夜祭のため 17:30 以降下校 

12 日 第５回公務員模試（３年） 

13 月 学校祭振替休業（７月１１日分） 

14 火 
個人面談週間（短縮授業・２４日まで） 

「自分にあった進路の見つけ方・探し方」講演会（２年） 

15 水 交通安全の日 

16 木  

17 金 性教育講演会（１年）、定例職員会議 

18 土 
進研総合学力テスト（２年：全員模試） 

進研総合学力記述模試①（３年） 

19 日 進研総合学力記述模試②（３年） 

20 月 海の日 

21 火  

22 水  

23 木  

24 金 夏季休業前集会・ＬＨＲ 

25 土 
夏季休業（８月１７日まで） 

夏季講習（前期）①【１年全員、２～３年希望者】 

26 日 夏季講習（前期）② 

27 月 夏季講習（前期）③ 

28 火 職員検診 

29 水 夏季講習（前期）④ 

30 木 夏季講習（前期）⑤ 

31 金 第一学習社小論文模試（３年） 

★７月 18・25・26日は、室蘭方面からの朝の専バスが運行しません 

 

 

 

 
 
 学校祭の季節がやって来ました。生徒たちは 

２週間後に迫った本番に向けて、朝早くから放 

課後遅くまで「合唱」「演劇」「ステージ発表（パフォーマンス）」などの練習

や、「アトラクション（クラス展示）」の準備に取り組んでいます。今年度は、

７月９日（木）～11 日（土）の３日間にわたり開催されます。合唱・演劇な

ど。近隣校では味わえない“文化的レベルの高い”本校の『緑高祭』をぜひ

ご鑑賞ください。ご来場お待ちしております！ 

  部活動大会のおもな結果など 

《卓球部》 ６月７日（日）／室蘭市体育館 

 「国体予選」男子シングルス：大久保颯（３年）準優勝 ※全道大会へ 

《合唱部》 ６月２１日（土）／室蘭市文化センター 

 「第 60 回室蘭市音楽祭」に参加（３曲披露） 

ど みどり 

５月２９日（金） ＰＴＡ・体文合同役員会 

約４０名の今年度の役員の方々にご参加いただきました。 

ＰＴＡ・体育文化後援会の具体的な事業について協議しました。 

◆◇◆◇◆◇ 

６月９日（火） 達南中学生が来校 ◆◇◆◇◆◇◆◇ 

達南中学校の３年生が「上級学校調べ」で本校を訪問しました。 

生徒会執行部生徒との交流や授業見学などを行いました。 

６月１１日（木） 教科・科目選択ガイダンス ◆◇◆◇ 

１･２年の生徒を対象に、コース（文系･看護医療系･理工系）や 

教科･科目選択のポイントを教科主任が説明しました。 

６月１８日（木） 図書局員が研究大会に参加 ◆◇◆◇ 

例年開催している定期演奏会が“第３０回”の節目となりました。 

400名を超える観客の方々を“緑丘サウンド”で魅了しました。 

http://www.datemidorigaoka.hokkaido-c.ed.jp 

 

緑高祭（学校祭） ⇒ ７月９日（木）～１１日（土） 
個人面談週間 ⇒ ７月１４日（火）～２４日（金） 

夏季進学講習 ⇒ ７月２５日（土）～８月５日（水） 

合唱や演劇～生徒の発表をご鑑賞下さい 

図書局員が室蘭支部図書研究大会に参加し、交流を深めました。 

活動報告･協議や絵本セラピー体験など充実した一日でした。 

６月２１日（日） 吹奏楽局が定期演奏会 ◆◇◆◇◆◇ 


